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著者は 2014年 6月 20日から 2015年 6月 19日の間に、ある一病院の一般病棟に入院した 65歳以上
の患者のうち、主治医が肺炎・尿路感染症等の急性感染症を主病名として診断し、入院中にリハビリテ
ーション専門職がリハビリテーションを実施した者を対象に、前向きコホート研究を行っている。ADL
のレベルは、Katz indexを使用して①入院 2週間前②退院時③退院 6ヵ月後（電話による半構造化イン
タビュー）の 3時点で評価した。患者基本情報（年齢・性別・診断名・Charlson comorbidity index（CCI）・
家族構成など）に加え、退院時には、運動・認知機能（握力・short physical performance battery
（SPPB）・6 minutes walk test・mini-mental state examination）を評価した。退院 6ヵ月後に ADL






著者は 131症例（平均年齢 81.5±6.7歳、女性 69例）を調査した。入院時の診断名は、肺炎 70例、
胃腸炎 24例、尿路感染症 14例、胆管炎 8例、敗血症 5例、気管支炎 4例、蜂窩織炎4例、インフルエ
ンザ 2例だった。退院時および退院 6ヵ月後のKatz indexが入院 2週間前と比べて低下していたのは、
それぞれ 55例（42%）および 29例（22%）だった。退院 6ヵ月後における ADL非自立を予測する独






















平成 28年 12月 26日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席の元、論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
